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               第1章 緒   言     f’

 嚢二二ハ正常人血清中ノ抗Q凝集素ノ血清學的性状，其出現頻度，同凝集素ノ遺傳或ハ同

凝集素ユ封慮スルQ凝集原ノ遺傳等二就テ研究シタ所ヲ獲表シタが本編二於テハ同凝集素ノ

法讐學上ノ慮用及同凝集素ト輸血Lトノ關係二就テ述べテ見様ト思フ．

     第2章 抗Q凝集素ノ製法及同血満二依ルQ血液型ノ判定

 人血清中ノ抗Q凝集素ヲ製スル＝ハ同凝集素ヲ含有スル人血清ヲAq型及：Bq型血球或ハ

A：Bq型血球帥チQ凝集原有シナイ所謂q型ノ型的凝集原ヲ有スル血球ヲ以ツテ其血清中二

含有サレテ居ル型的凝集素及塞性凝集素ヲ除去スル檬n充分二吸着ヲ行ナエバヨイ：是様ニシ

テ得タ抗Q凝集素ハA：BO式及MN式血液型P・無二二二Q凝集原ヲ有スルQ型血球ノミ

ニ作用シテ凝集反慮ヲ呈シQ凝集原ヲ有シナイq型血球＝ハ全然作用シナイカラQ血蔽型

ノ判定二當ツテ其標準血清トシテ使用シ得ルモノヂアノし．Alζ型ノ血清中二抗Q凝集素ヲ含

有スルモノガアレバ標準血清トシテハ最モ理想的ヂアル之ハ其儘デモ直二使用出來ルシ完全

ナル標準血清ヲ作製スルトシテモ塞性凝集素ヲ除去スレバヨイカラデアル．Q血液型ノ判定

sハ先ヅ被瞼者ノ耳朶ノ下縁ヲアルコール綿デ充分清拭シ次ヂ該部ヲ「フランケ」針或ハ穿刺

メスヂ穿刺シ夫ヨリ流出スル血液ヲ1．5％絢構酸曹達ノ生理的食朧溶液入ノ試験管内二受ケ

テヨク混和シテ約1％ノ血球浮游液ヲ作ル．

 其槍査方法ハ白紙上二置イタホールグラスノ窩上二抗Q標準血清ヲ1滴宛滴下シテ其上二

被瞼血球ノ1％浮游液ヲ1滴注加シテ充分揺リ動カシテ混合シテカラ静置スル事30inX一一一40分
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後二二凝集三二ヲ検定スルノデアル．

 若シ凝集二二ヲ起セバ其被槍血球ハQ凝集原ヲ有スルモノ（Q型）デ共晶慮が陰性デアレ

バQ凝集原ヲ有シナイ（q型）ノデアル．

 故二人血球ハ抗A，抗：B血清ヲ用フレ・〈 A．型，13型，AB型，0型（A：BO式血液型）ノ4型

二分類サレ抗M・，抗：N血清ナレバM型，N型，・MN型くMN式血液型）ノ3型二分類サレ抗

Q．血清ヲ以ツテスレバQ型トq型（Q式血液：型）ノ2型二分類サレルカラ次ノ如ク

1灘／藻！

1・ナリ24型ユ分類スル事が二二ル．

之ヲ因子型＝：分類スレバ，

13）BMり

14） BMq

15） IINQ

16） BNq

17） BMNO．

18） BMNq

｝．型

J

19｝ ABMQ

20） ABMq

21） ABNQ
22） A－BN－q

23） ABMNQ

24） ABMNq

AB型

 ABO式血液型ハ00， AO， AA，：BO，：BB， A：B／6型ヂアリ，MN式血液型ハMM， NN， M：N／

3型，Q式血液：下口QQ，Qq，qq／3型ヂアルカラ都合54型＝分類サレル．

 而シテ抗Q凝集素ハq型ノ血清申ニノミ存在スル故二q型ハ抗Q凝集素ノ存否二丁ツテ2

種二簸別サレルモノヂアリ個人識別上ニモ鷹用サレ得ルモノヂアル．

           第3章抗Q凝集素ノ樽町卜其鷹用

 余ノ調査シタ隅一ヨルト抗Q凝集素ハ遺傳型三二驕シ抗Q凝集素ヲ有スルモノヲrトシ有

シナイモノヲRデ表ワセバrハR二封シ劣性ヂアツテメンデルノ輩三巴博ヲスルカラr×r

ハ因子型ヂハrr×rrヂアル．

 故＝r×rノ爾親ノ組合セカラハrノ子供ノミ生レテRノ子供ハ生レナイカラ此場合ニハ

Rノ子ハ其二親ノ聞ヨリ生レタ子供デハナイト云フ事が出來ル．

 又子供がRヂアツテ其生母ガrデアル場合＝ハrノ男ハ其子供ノ父ヂハナイト云フ事が斑

來ル．

                            ら 以上ノ縮流親子鑑別或ハ私生見認知事件等ノ場合二法讐學上二四用サレ得ルモノデアル．

           第4章抗Q凝集素卜輪血トノ關係

 輸血ト人同種」血球凝集反慮楡査トハ不EP不離iノ鳥山ヲ有シ輸血ヲ行フ際ハ必ズ受血者ト給

血者ノ血液二就テA：BO式血液型ヲ槍査シナケレバナラヌ事ニナツテ居ル事ハ周知ノ事實デ

アル．

 帥チ給血者ヲ撰定スルニハ其血液が受血者ノ血液｝N同型デアル山鼠ハ給血者ノ血球ト受血

者ノ血清1・ 2＞凝集三鷹ヲ起サナイモノヲ撰定スベキヂァル．

 A：BO式血液型ヨリスレバ0型ノ血球ハ凝集原ヲ有シナイモノトナツテ居ルカラ0型ノ人

                  ［ 237 ］
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ハ凡テノ人二給血者トナリ得ルモノデ從來0型ノ人ヲUniversal l）onor（二二給血者）ト云ヒ

反之AB型ノ人ハ凡テノ入二謝シテ受血者」トナリ得ルカラUniversal recipent（萬能受血者）

ト云ワレテ居ル．

’然ルニ余ノ實験ニョリ人並1清中ニハ抗A，抗B凝集素以外二抗Q凝集素が存在シ之ハA：B

o式血液型P・關係ナクQ凝集原ヲ有スル入血球（Q型〉ヲ常二凝集シQ凝集原ヲ有シナイ

人血球（q型）＝ハ全然作用シナイモノデ假令。型血球デモQ凝集原ヲ有スル（Q型）血球ハ

同凝集素二三ツテ凝集反慮ヲ起スモノデアル事ヲ二三シタ．

 帥チ從來Universal Donorト構シテ居タ0型人ノ血球モ同種血球凝集反回ヲ起ス場合ガ

アリ同型ノ血清及血球闇二三テモ凝集反慮ヲ起スモノデアル事ヲ明ニシタノデアル・

 故二輸血ノ四二A：BO式血液型ノ凝集反鷹ヲ重要覗スルノト同意e義＝於テ抗Q凝集素ニヨ

ル人同種血球凝集反照モ亦輸血二回目重大ナル門下ヲ有スルモノデアル．

 麟ツテ吾國二於ケル輸血法ノ現況ヲ見ルニ輸血が吾國二於テ實施サレル様ニナツテカラ未

ダ其日ノ淺イノニモ關ラズ各地二於ケル大學附属讐院二於テハ勿論官公立病院其他私立病院

二時テモ外傷手術，分娩等ノ場合ノ急性出血トカSLhock，敗血症或ハ他ノ療法ノ効少ナキ

慢性二次的貧血等ニハ最モ必要ナ治療法トシテ輸血が行ワレテ居り，從ツテ輸血ノ治療上ノ

眞債モ廣クー般人二迄モ熟知サレルニ至ツタ．

 且ツ楡二二使用スル器械ノ改良及其方法等モ次第二改善サレテ從來ノ操作上ノ訣黙ハ大イ

＝補レテ輸血實施ハ至極簡便男用化シテ來タガ未ダー般ノ臨床町家ノ聞ニハ充分二野皿tガ慮

用サレテ一三ナイ，

 夫ニハ輸血ヲ必要トスル救急ノ場合二適當ナ給血者ヲ得ルノニ困難ナ事ガーツノ原因デア

ロウが此黙ハ吾國ノ大都市二男テハ輸血協會ガアツテ常二多クノ給血者ヲ用意シテ居り亦大

病院ト下思1科大聖端麗平群等二男テハ常二給1血者が用意サレテ居ルカラ從來ノ如キ不便ハ可

ナリ・綾和サレテ居ル筈デァル．

 第2原因トシテ考察サレル二月・一般讐家が輸血ノ眞債トカ其方法ノ簡便ニナツタ事ヲ知ヅ

テ居テモ爾輸血ヲ躊躇スルノハ時二鍮．血二際シ充分ナ注意ヲ梯ツテモ術ホ不可解ナ副作用が

三内スル事ヲ懸念シテ大切ナ人命ヲ輿ル人トシテ不安ヲ感ズル爲メデアロウ．     』

           の
 假令如何ナル偉効ヲ奏スル療法ト難モ時二危瞼ヲ起ス事ガアレバ最上ノ治療法ト云フ事ハ

出門ナイ從ツテ其原因ヲ探究シテ除去スル事ハ最モ大ナル意義ヲ有スルモノデアル．

 楡血二件フ危険ノ原因トシテハ種々ナルモノが學ゲラレルが主トシテ次ノ3者ヲ考エル事

が出來ル．

 エ）技：三三ノ過誤

 2）過  緻  症

 3） 」［血．液槍査ノ誤謬

 而シテ以上ノ申1ト2ノ場合ニハ諸家ノ読ヲ綜合シテ見ルト種々ノ方法デ大髄避ケ得ル様

デアル．
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 然うバ3ノ血液型楡査ノ誤謬ハ輸血法二絆フ危瞼ノ最大原因ヲナスモノデアルが從來ハA

：BO式血液型検査丈ヲ行フ事＝依ツテ満足シテ居ツタモノヂアル．

 而シテ輸血ノ危険同等凝集作用二型ルノミヂナク溶血作用野冊輸血々液毒等が其原因トシ

テ暴ゲラレテ居ル．

 Cornils（4）氏二半レバ氏ノ510回ノ輸血ノ経験カラ輸血＝依ル障碍ハ主トシテ溶血現象二基

クガ其溶血現象ニハ常二血球凝集反刃ヲ件フモノデアルト述べテ居ル．

 之ニョレバ溶血現象が輸血ノ構想ノ原因トナルト難モ凝集反鷹二一ツテ其危瞼制外メ察知

サレ’得ル課ヂアル．            ，し

 然ルゴ経験ハ吾人二教示スル事が多イ．吾國二於テモABO式血液型ノ開脚丈デハ輸血ノ

際ノ血液炊煙トシテハ不充分ヂアル事ヲ示ス實験例が報告サレテヰル．

大里教授，丸氏く「））等ノ輸血死ノ報告例ニハ受血者ガ0型ヂアツテ0型給血者ノ血液ヲ輸血

シテ死亡シタが其解剖所見＝ハ明二生前ノ1血栓形成ノアル事が記載サレテ居ル．

 勿論北1例二子テハ之丈デ其1血栓形成が直＝給血者ノ．血液が受血者ノ1血清二依ツテ凝集サ

                                       ラレタモノト点り考ル事刷出來ヌカモ知レナイが爾者ノ闇二凝集反慮が起レバ其血栓形成ヲナ

ス事ハ當然デアル．

 次二高橋氏（7）ハ：B型ノ患者二〇型給並L者ノ血液ヲ輸．血シテ激烈ナ副作用ヲ呈シタ例ヲ報

告サレ，三羽氏㈹ハA型患者二A型ノ給血者ノ血液ヲ楡血シテ甚ダ不快ナ副作用ヲ見タト

報告サレテ居ル．

 而モ爾氏ハ共鴇受給血者ノ直接凝集反響ヲ槍シテ患者ノ血清が給血者ノ血球ト凝集反慮ヲ

呈シタト述べテ居ル．

 此實験彫物明＝ABO式血液型以外＝於テ術凝集反慮ノ起ル事及是ノ如キ現象が楡血ノ危

瞼ノ原因ヂアル事ヲ聖明スルモノヂアル．

 街三羽氏ハ数百例ノ血液型槍査二期ツテ血清が明カニ同型ノ健康者ノ数人ノ．血球ヲ凝集シ

タ2例ヲ経験サレ或ハ血液型二封シ非特異性凝集素が存在スル爲メデハナカnウカト云ワレ

テ居ル．

 若シモ氏等ノ實験例が抗Q凝集素＝ヨルQ血液型ノ凝集反磨塾スレバ豫メ抗Q凝集素

ヲ以ツテQ凝集原ヲ有シナイ給血者ヲ撰定スル事＝ヨツテ以上ノ轡型ハ未然二灘ぐスル事

が出來タデアロウ．

 叉氏等ノ實験例がQ血液型ノ凝集反撃ト夢野係ナイモノトシテモA：BO式血液型以外ノ凝

集反鷹が輸血ノ危瞼ノ原因ヂアル以上楡血施行二等シQ血液型ノ存在ヲ無覗スル事ハ甚ダ危

瞼ナモノデアルト云ワネバナラヌ．

從ツテ給血者ヲ撰定スル場合＝ハ歪楚來。型ノ人ノ血球ハ何レノ型ノ受血者ニモ危瞼ナキモ

ノノ様胃壁エラレテ居タガ今後ハUniversa1 Donor 1・シテOq型ノ人ヲ撰定スル事ガヨリ合

理的ヂアル．
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               第5章総括及結論

 1） 人同種血球凝集反慮ニハA：BO式血液：型以外＝Q血液：型ガアル．

 2）抗Q凝集素ノ有無ハ同凝集素ヲ用ヒテ夫レニ封慮スルQ凝集原ヲ検定スル事ト共二

個人識別二鷹用サレ得ルモノデアル．

 3＞抗Q凝集素ヲ有スルモノヲr，有シナイモノヲRデ表ワセバr2、 R二封シ劣性二遺

傳スルカラr×rノ爾親ノ組合セカラハrノ子供許リ生レRノ子供ハ生㌻ナイ課デァル．

 故＝r×rノ組合セノ場合ニハRノ人ハ其爾親ノ子デハナイト云フ事が出來ル．

 叉子供がRデ其生母ガrデアル時ハrノ男ハ共子ノ父ヂハナイト云フ事が出來ル．

 以上ノ事ハ親子鑑別或ハ私生免認知事件等ノ場合二法讐學上二慮用サレ得ルモノデアル．

 4）輸血ヲ行フ際ハ現在施行サレテ居ルA：BO式血液型ヲ槍査スル外二受血者ノ血清中二

抗Q凝集素ノ存否ヲ槍シ若シ存スル時ハ給血者血液ハq型ノモ7．ヲ撰ブ事が必要デアル．而

シテ寝溜0型人ヲUniversal Donorト云フテ居タガ今後ハOq型ノ人ヲUniversal Dollorト

呼ブ方ガー暦合理的ト考エラレル．
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